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大宮支店　〒331-0811  さいたま市北区吉野町 1-333-7
TEL.048-665-5615　FAX.048-665-5637

　平成23年度通常総会が５月19日、さいたま市ラフレ

さいたまで開かれ、平成22年度事業・決算報告、平成23

年度事業計画ならびに予算案など上程されたすべての議

案を原案どおり承認した。埼玉県印刷工業組合は今年度

も、前年度の７つの成果を継承しながら「学ぶこと」「参加

すること」「コミュニケーションをとること」をテーマに

魅力ある組合活動を推進していく。総会終了後は第１回

メディア・ユニバーサルデザインコンペティション表彰

式を行い、グランプリとなる埼玉県知事賞の望月印刷㈱

をはじめ17人・社の入賞者を称えた。

　総会の冒頭、あいさつに立った新井理事長は、３・11
大震災被災地で印刷需要が激減している実情に触れなが
ら、「仕事ができるよろこびを大いに感じながら、明日
の組合員企業と組合の発展のために前進しよう。昨年度

は数々の事業を通じ、学ぶこと、参加すること、コミュ
ニケーションをとる
こと、の大切さを強
く感じた。業態変革
の風の吹く中、少し
でも事業活動の成果・
効果を新年度へとつ
なげたい」と今年度の
方針を示した。

「県内企業優先」「最低制限価格制度導入」が実現

　平成22年度は〈学ぶこと〉〈参加すること〉〈コミュニケ
ーションをとること〉の３つのテーマを掲げ事業を遂行
した。組合員数は３月31日現在99社となった。3・11大震
災の復興支援として埼玉県印刷工業組合も全日本印刷工
業組合連合会の義援金募集へ協力し、組合員の協力を得
て58万円を寄付した。
　いちばんの成果としては、10年来の念願であった埼玉
県庁の電子入札執行における「県内企業優先」発注と「最
低制限価格制度導入」の実現。今後、市町村レベルでも導
入される突破口が開いた。一方、新たな事業ではメディ
ア・ユニバーサルデザイン（ＭＵＤ）への取り組み。「ＭＵ
Ｄチャレンジ宣言」を行い、初のコンペティションを実施
して17作品の応募が寄せられた。
　昨年度の事業の成果は次のとおり。
　①組合員の唯一のコミュニケーション手段である「埼
印工だより」を年４回発行することにより組合員企業と
関連企業の協力を得た

　５月23日熊谷商工会議所に於いて支部総会が開催され
ました。近年急激な仕事の減少に伴い価格の低下が著し
く、特に４月の後半から常軌を逸したともいえるような
価格が当地の市場を席巻している中、支部員14社中3社
が埼印工を退会、支部特別会員として地元の交流を続け
て頂くことで了解を頂きました。支部員の大半を占める
零細業者は正に存亡の危機に有ると言っても過言でない
状況の中、支部年会費を下げて慶弔費と支部総会を中心
にし、その他の事業は受益者負担を原則とすることを提
案致しました。14社中11社出席、３社委任状という高い
出席率で慎重審議の結果原案通り可決されました。
総会終了後溝口洋紙株式会社　溝口泰男社長・設楽印刷
機材株式会社　設楽誠一社長・埼印工専務理事　大谷純
一様をお招きし懇談会を開催しました。内容について下
記の通りです。

平成23年５月23日　於いて　熊谷商工会議所
出席者　溝口洋紙株式会社　代表取締役　溝口泰男様
　　　　設楽印刷機材株式会社　代表取締役　設楽誠一様
　　　　埼玉県印刷工業組合　理事長　新井正敏様
　　　　埼玉県印刷工業組合　専務理事　大谷純一様

　　　　埼玉県印刷工業組合熊谷・鴻巣支部員・特別会員　１１名
　　　　　　　　　　　　　司会　支部長　椎橋俊夫
１．支部長　懇談会趣旨説明
２．理事長より　挨拶・工組の活動要点
３．溝口様・設楽様　挨拶と震災後におけるそれぞれ業界
の環境変化と、正常化への見通しについて

　　　　質疑応答
４．印刷の急激な需要の減少に伴い、業界メーカーの将来
予測と今後の動向について
　オンデマンドはトナーかジェットか　ソフトはどこ
へ向かって行くのか

　　質疑応答
５．講　評　専務理事　大谷様
　予定時間を大変オーバーし、来社する営業マンからは
中々得られない情報も沢山聞けてさすがは社長と認識を
新たにし、大変多忙の中出席頂いたゲストの方々に感謝
申し上げます。まだ話したらないことは懇親会場に移し、
酒が入り益々弁舌も冴え大いに親睦が図れたものと、主
催者としては自画自賛をする次第です。

支部長　椎橋俊夫

５月19日に通常総会を開催

理事長

司会
大谷専務理事

浦和支部 星野会員
議長を務める

開会宣言
佐藤副理事長

監査報告
今津監事

綱領斉唱
惠青年部会長

閉会の挨拶
岩渕副理事長

支部だより

熊谷・鴻巣支部　平成23年度支部総会開催

訃 報
（組合相談役）

6月14日　（株）櫻井印刷所（川越支部）　会長� ご尊父 櫻井初夫様
� 心よりお悔やみを申し上げます

７つの成果継承し魅力ある組合活動を

会場 来賓挨拶　宮崎県議 来賓挨拶　中央会　松村氏

熊谷・鴻巣支部



平成23年７月１日 埼 印 工 だ よ り 第119号 平成23年７月１日埼 印 工 だ よ り第119号（10） （3）

　②中小企業団体中央会へ組合として「ＭＵＤチャレン
ジ宣言」
　③ＭＵＤの作品コンペティションの実施（平成23年度
通常総会の席上で結果発表と表彰式）
　④１月の新年会に組合員100人の出席を得、ＪＡＧＡ
Ｔ・浅野健会長に基調講演をいただく（講演内容は「埼印
工だより第117号に掲載）。その後の交歓会で親睦を深め
た
　⑤青年部と青年部ＯＢで千葉県の印刷業者を訪問。工
場見学と交流会を開催
　⑥組合員と家族、社員を含め200人参加のもと、森林公
園でウォーキング大会を開催
　⑦埼玉県庁の電子入札執行で「県内企業優先発注」「最
低制限価格制度」の導入が実現（埼玉県庁へかねてより同
要望を提出していた）

情報ネットワークに注力、事業一覧冊子作成も

　平成23年度は３つのテーマ（〈学ぶこと〉〈参加するこ
と〉〈コミュニケーションをとること〉）をさらに推進する
とともに、昨年度の７つの成果を継続しながら、さらなる
組織活性化を目指して執行部一同さらなる発展へ向け努
めていく構え。
　中でも情報ネットワークの活用研究に注力。組合員同
士の情報交流ツールとして各社の事業内容などが一覧で

きる冊子の作成を進め、コラボレーション促進と各社の
事業領域拡大へ寄与していく。
　官公需対策では県内優先発注と最低宣言価格制度が適
用されていることについて随時ウォッチしながら、各市
町村へも拡大できるようフォローしていく。また、さいた
ま市で実施されている印刷価格の表示については市経済
局ほかとの話し合いで市民にとって効果のないことを説
明し、廃止へ向け働きかけていく。
　今後の主な行事としては７月８・９日に日光で関東甲
信越静地区協議会年次大会（上期）、９月25日に森林公園
でウォーキング大会、来年１月13日にマロウドイン熊谷
で新春賀詞交歓会、３月に関東甲信越静地区協議会（下
期）などを予定している。
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●洋紙のご需要は地元埼玉の洋紙店にお願いします●
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関連紹介　渋木副理事長

乾杯　今津監事

閉会挨拶　櫻井副理事長

関連企業代表挨拶　溝口氏

中締め　浅野組合員

浦和支部を中心に中締め
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～17作品が寄せられる～　埼玉県知事賞に望月印刷の岩崎俊雄氏
第１回ＭＵＤコンペティション表彰式

見やすい配慮最大限に、情報伝達方法に工夫を

　表彰式では新井理事

長をはじめ各協賛企業

がプレゼンターを務め、

受賞者へ賞状と記念品

を贈呈。伊藤ＭＵＤ協会

理事長が総評の中で、

「印刷業としてより多く

の人が見やすく使いや

すい配慮を最大限、可能

な限り行う努力が必要

である。今度は情報伝達

の方法にも工夫を」と次

なるチャレンジへ期待

を寄せた。

スキル高め必要とされる企業へと成長しよう

　新井理事長は初のコンペティションを振り返り、「今

回、埼玉県でもＭＵＤの取り組みが１つのかたちとなっ

た。実施して本当に良かったと思っている。印刷業として

人にやさしい印刷物を実現するスキルを高めながら、世

の中に必要とされる企業へと成長してほしい。埼玉県の

印刷会社はＭＵＤ対応が当たり前というくらいに、いっ

そう盛り上げていこう」と語った。

　埼玉県印刷工業組合で初となるメディア・ユニバーサルデザインコンペティションの表彰式が５月19日、通常総会終了

後に挙行された。テーマは「彩（いろど）り埼玉」、全国に誇れる埼玉のすばらしさをＭＵＤの手法と豊かな感性で表現した

応募作品17点が寄せられた。なお、入賞作品は全日本印刷工業組合連合会の第５回メディア・ユニバーサルデザインコン

ペティション（審査日７月25日、表彰式９月17日）への応募作品となる。

　審査はさる５月８日、アサヒホールにて、芝浦工業大学橋田先生を審査委員長に、ＮＰＯ法人メ

ディア・ユニバーサル・デザイン協会の伊藤裕道理事長、寺田氏、新井正敏理事長、櫻井教育・労務

委員長、惠青年部会長により行われ、埼玉県知事賞１点、さいたま市長賞１点、埼玉県教育委員会

賞１点、さいたま市教育委員会教育長賞１点、埼玉県印刷工業組合理事長賞１点、さらに協賛賞と

して関連各企業賞７点、参加賞４点が選ばれた（別表）。

MUD表彰受賞者

懇親会司会　大沢氏

講師　杉山氏

熱心に講演を聴く 乾杯　木内氏

来賓　新井理事長 司会　鬼形氏

県知事賞受賞　望月印刷　岩崎氏

埼玉県教育委員長賞受賞者　越谷総合技
術高等学校情報技術科

さいたま市長賞　秀飯舎　鈴木氏埼玉県印刷工業組合理事長賞　望月印刷

MUD協会理事長　伊藤氏

組合員皆様の会社の「技」や｢特徴｣を大いにPRして頂こうという冊子です。
そしてPRの対象は組合員です。経済的にも大変厳しく、設備も何から何まで揃えるのも大変な状況です。100数
社の組合員・賛助会員・協賛会員同士の協力情報が得られれば、大抵の仕事をこなす事ができ、どんな仕事の受注
も怖くなくなるでしょう。
とかく「印刷業は自社のPRはあまりうまくない」などと揶揄されることがあります。
確かに「うちは特徴ないから…」という声もよく耳にします。でもきっとそれは大いなる勘違いで、永年営んでき
た裏付けの「技」や｢特徴｣が必ずあるはずです。
是非ともそういった裏付けをPRして頂き、より有効な情報誌にして参りたいと思います。
最初から立派な冊子を作成するのではなく、モノクロ（写真あり）ではありますが、年々進化し、常に最新の情報
を提供できる、継続的な冊子を考えております。
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

埼印工組組合員同士の　　　　　　　　
『仕事交流情報誌』を作成します！ご協力の

お願い

マン必見！３６５日毎日が
ビジネスチャンス」の講演が
行われました。
　その後は恒例の懇親会に
移り、会長と理事長が肩を組
んで兄弟船を熱唱し、宴はな
ごやかに、午後６時30分散
会となりました。
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「人」を育てるということは、「希望」を育てるということ。

人材育成
プログラム

●FFGS-LDP研修

●FFGS-PSS研修

●FFGS-QC研修

認証試験

●DTPエキスパート

　認証試験対策講座

　更新試験対策講座

トレーニング
プログラム

●新入社員向けトレーニング

●アドバンストトレーニング

●デジタルカメラ撮影トレーニング

会社を、大きく変革したい。そんなとき、思い切った設備投資をするのも一つの手段ですが、最も重要で効果的なのは「人を変えていく」こ
と。企業の真の財産は、機器や施設ではなく「人」。人の「意識」です。そこには、輝く希望が詰まっています。だからこそFFGSは人材育成に、
特別の思いを持って取り組んでいるのです。「人が強くなれば企業が強くなり、企業が強くなれば、きっと業界全体も強くなる」－。未来
を見据え「いま・ここ」を見つめ、私たちは独自の教育プログラムで、皆さまの企業改革を、しっかりと、じっくりとサポートし続けます。教育

プログラム

FFGS
コンサルティング
プログラム

●工程支援サービス

i-ProcessQC

●ISO関連

情報セキュリティ

本社 〒１０１-８４５２  東京都千代田区神田錦町三丁目１３番地  竹橋安田ビル TEL.０３（５２５９）２３００ http:// ffgs.fujifilm.co.jpホームページ

　埼玉県印刷営業士会第
27回 総 会が、６月18日
（土）、マロウドイン熊谷
で開催されました。司会は
㈱アサヒコミュニケーシ
ョンズの鬼形氏で、定刻午
後３時、総会が始まりまし
た。東日本大震災で亡くな
られた方々のご冥福を祈

り、黙祷が行われました。
　開会に先立ち齊藤会長は、「今年３月11日に起きた東
日本大震災から３ヶ月を過ぎましたが未だに行方不明な
ど、また家も流され、会社もない職もない状況が続いてお
ります。原発の問題も長引いております。早く落ち着いて
元の生活に戻れるように願っております。昨年10月に全
印工連で発行したソリューションプロバイダーへの進化
を皆さんも読んだと思いますが、当社でも幹部は読むよ
うに配りました。今回は、この本の一部をお話ししたいと
思います。我々の産業の成長期1991年には９兆円の市場
であったが、バブル崩壊後2008年を機に6.5兆円産業に
落ちました。今後10年後には、５兆円～４兆円になって
しまうのではと悪い予測があります。私が印刷業界に入
った時は不況になるほど強い産業と言われておりました
が、時代は変化してきました。我々印刷会社がどんな素晴
らしい企画・提案を行っても、顧客がそこに自社にとって
の価値を見出せなければ意味はない。印刷会社が販売戦
略から関わるためには、顧客のことを知り、顧客が狙う市
場を知り、市場に分け入るための課題を把握したうえで、

自社の強みを活かしてどのような支援ができるかを考
え、明確なコンセプトをもって提案することが重要であ
る。どんな企業でも必ず販売に関する悩みを抱えている、
顧客のことを知り抜くことのより顧客自身も気づかなか
った問題点を示すことが、パートナーとなる為の第一歩
である。課題解決につながるヒントを持っていると思わ
せることができれば、初めから価格だけの交渉にならな
い。顧客の困り毎、悩み事、様々な諸問題を聞き出し、解決
するお手伝いをするには、日ごろ顧客とは良好な関係を
つかんでおく必要があると思います。自社が長年培って
きた得意の技術やシステムによるソリューションを提供
することで、顧客のビジネスチャンスを良く聞いていた
だき、明日からの営業に生かしていただければと思いま
す。」とあいさつをのべました。
　齊藤会長を議長に、平成22年度事業報告・決算報告が
審議され、小幡監事による監査報告、続いて平成23年度事
業計画・予算案について審議されました。以上は拍手をも
って承認され、スピーディーな進行で総会を終えました。
　来賓として出席したのは、埼印工組理事長の新井正敏
氏で、「政治も含めて不安定な状況です。東日本の震災で、
機械が全部流された所もあります。全印工連で約１億
円の義援金が集まりました。全国の仲間が応援をして協
力をしている姿はすばらしいと思います。また全国で
12,000人の営業士がおります。その人達が日頃の営業活
動を頑張っていただきたい。」とエールを送り、総会を終
えました。
　その後、コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱
マーケティング部リーダー杉山晴美氏による「印刷営業

第２７回
埼玉県印刷営業士会総会

第１回コンペティション
入賞者および作品名は次のとおり　（応募順）

企業名・学校名 氏名 作品名 賞名

1 ㈱ｱｻﾋｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ MUDクラブ 鴻巣市内循環バス「フラワー号」路線図＆時刻表

2 　　　　〃 　　〃 埼玉のお土産マップ（カレンダー付） モリサワ賞

3 関東図書㈱ 中原雅之 官公庁向け観光名刺「埼玉お出かけスポット」（さいたま市・公園編①） ダイヤミック賞

4 　　　　〃 関東図書 埼玉県の産業（冊子部分） 富士フイルム賞

5 　　　　〃 　　〃 社内B2カレンダー

6 六三四堂印刷㈱ 松岡真紀 彩の国ロゴマークデザインマニュアル(4点） モトヤ賞

7 埼玉県立越谷総合技術学校 高橋貴恵 埼玉食べ物２０１２年カレンダー 埼玉県教育委員会教育長賞

8 望月印刷㈱ 岩崎俊雄 川島町生涯学習カレンダー２０１１ 理事長賞

9 　　　　〃 　　〃 自動車王国埼玉県ＰＲリーフレット＆ポスター『ぐるっと埼玉サイクリング』 県知事賞

10 　　（　〃　） 　（　〃 ） （ガイドブック埼玉２００９）

11 三共印刷㈱ 平賀麻紀 行田市循環バスマップ ハイデル賞

12 個人 伊藤佑太 氷川神社・大宮公園トイレマップ さいたま市教育委員会教育長賞

13 ㈱秀飯舎 鈴木織江 さいたま市 花ごよみ さいたま市長賞

14 ㈱埼京印刷 左藤裕之 カレンダー

15 　　　　〃 河辺秀一 Saitama　car

16 　　　　〃 　　　〃 「彩」 小森ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ賞

17 ㈱櫻井印刷所 健康づくりスケジュール ﾒﾃﾞｨｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ賞

齊藤会長　挨拶



平成23年７月１日 埼 印 工 だ よ り 第119号 平成23年７月１日埼 印 工 だ よ り第119号（6） （7）

　去る６月９日（木）、青年部会通常総
会が大宮宇宙劇場集会室にて開催さ
れました。
　惠青年部会長からは、「青年部会は、
規模は小さいですが、昨年会長にな
ってから責任の重さを感じた一年で
した。前期は、会員増強・MUD・研修

会の３つの軸を目標に、必死に活動してまいりました。私
個人としては、全青協の議員をしており
まして、印刷の未来を全国の皆さんと真
剣に考え、勉強しています。今期は、前期
同様３つの目標は変わらず、さらに内容
と結果を充実させるのに加えて、青年部
のみなさんと今以上にコミュニケーシ
ョンを図り、親会に協力して行きたいで
す。」と挨拶がありました。
　その後、惠会長の議事進行により、平成22年度の事業報
告、決算報告、監査報告、また、平成23年度の役員組織体
制、事業計画、収支予算について審議され、全て承認可決

されました。
　総会終了後は場所を移し、新井理事長、大谷専務理事の
ご出席をいただき、20名の参加で懇親を深めました。

　新入会員は以下の２名です。
田村商事　　田村耕次
㈲大島印刷　大島一男　（敬称略）

平成23年度青年部会　通常総会開催される
６月９日（木）大宮宇宙劇場集会室にて

青年部だより

　埼玉県庁で電子入札が導入されて７～８年ほど経過し
ました。入札の公平性、公明性、経済性などを求めて実施
したもので、これらの目的には相応の効果を発揮してい
ます。ITの効果抜群というところです。しかし一方で、電
子入札では参加者名も参加者数も分からないことから、
応札者は落札するために極端な安値を出さざるを得ない
状況に追い込まれ、競争は適正な範囲の競争を通り越し
て、過当競争という弊害をもたらすことにもなってしま
いました。
その結果（と言っていいと思いますが）、電子入札に参加
し落札を重ねていた印刷会社２社が倒産する事態となり
ました。いずれも当組合に加入していたことのある企業
ですので、組合員としては大変残念なことです。
　当組合としては数年前より、県庁の入札担当課に対し
て、「電子入札が過当競争をもたらしていること、過当競
争を少しでも緩和するために、最低制限価格制度を導入
してもらいたいこと」をお願いしてきました。しかしなが
ら、入札担当課は「印刷は建設と違って、『瑕疵（隠れた欠
陥）』がない、また、仮に欠陥があっても人間の命に影響が
ない」という理由で、「県側からはニーズがない」としてき
ました。
　これに対して当方は、最低制限価格制度の導入を要請
する理由は「過当競争を続ければ業者はいずれ倒産して
しまう。これを回避するためのものであり、労働者に最低
賃金制度が適用されているのと同じ理由である」と主張
してきました。
　このような議論を何年も続けてきまし
たが、残念ながら一工業組合の力では何ら
進展を勝ち取ることができませんでした。
そこで22年度は、作戦を変更して県会議
員の協力を仰ぐことにしました。
当初は請願書を提出するつもりでしたが、
宮崎議員（さいたま市南区選出）の助言の
下に平成22年10月、「埼玉県議会中小企
業を支援する議員連盟」経由知事宛てに、

①最低制限価格制度の導入と②県内企業を尊重する、よ
う要望書を提出しました。
　この議員連盟は超党派であり、なお且つ、要望団体も建
設、設計、IT、清掃、印刷、等々、様々な業界からの要望であ
ったため、関係者で慎重に検討がなされることになりま
した。当組合としても何度も何度も入札担当課に足を運
び、過当競争の実態を説明しました。
その結果、平成23年月、入札担当課より、「県内中小企業の
育成という観点を重んじ、平成23年4月より、最低制限価
格制度を含む新たな制度を導入する」との回答をいただ
きました。
　新しい制度は、別紙の「埼玉県庁の入札形態について」
の通りです。4月1日の電子入札から適用されています。
　今後は、上記制度が各課で徹底されるよう見守ってい
きます。また、今後の活動としては、
　①最低制限価格適用案件の拡大（例、100万円以上の案
件）、
　②印刷会社が制作するイラスト・デザイン・レイアウト
等の編集著作権の保護、
　③入札仕様書の明確化・正確化
を図っていく所存です。
　また、長期的には、随意契約の範囲の拡大を目指しま
す。即ち、現在は、10万円以下の案件のみ随意契約が可能
ですが、これを50万円以下の案件に拡大していくよう努
力して参ります。

金額 執行課 入札形態 参加可能業者（県内・準県内） 備考 

～50 万円 各課 指名またはオープン 県内  

50～100 万円 各課 指名またはオープン 県内・準県内  

100～250万円 入札執行課 原則：指名 県内・準県内  

250～
3000 万円

入札執行課 一般入札 
県内、または県内に印刷工場を有す

る準県内 
最低制限価格あり  

3000 万円～ 入札執行課 WTO 県内、準県内、県外、全て参加可能  

 

県内企業 本店が県内の中小企業 

準県内企業 本店が県外で、契約の主体となる支店営業所等が県内の中小企業（「法人成り」は認めないとのこと） 

 

県庁電子入札制度が改善されました!!
　　　　　　　　        官公需対策委員長　岩渕　均朗報

！

司会　馬場幹事

惠会長挨拶

里見幹事　印刷人綱領斉唱 新副会長事業報告・事業計画 閉会馬場幹事 懇親会風景島田会計　決算報告

懇親会風景

新井理事長を交えて

設楽会員　熱く語る


